ハンドマイク街頭演説原稿例　米・イスラエルのイラン攻撃３
二〇二六年三月五日　日本共産党埼玉県委員会・作成
※情勢が動いています。最新の情報を確認してください※

　ご近所のみなさん、こんにちは。日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　アメリカとイスラエルは二月二十八日、中東のイランに対して大規模な軍事攻撃を始めました。テレビや新聞のニュースで繰り返し報道されており、気になっておられる方も多いと思います。イランではこの軍事攻撃で子どもを含む約八百人が亡くなり、イランの最高指導者ハメネイ師も殺害されたと報道されています。独立した主権国家を一方的に軍事攻撃し、その政治指導者を殺害する権利など、世界のどの国も持っていません。アメリカとイスラエルの行動は国連憲章と国際法を乱暴に踏みにじる暴挙だと言わなければなりません。国連のグテレス事務総長や各国政府から、国連憲章と国際法を守ること、軍事攻撃をやめることを求める声が上がっています。日本共産党はアメリカとイスラエルの暴挙を断固として糾弾するとともに、ただちに攻撃を中止し、交渉による問題解決に立ち戻ることを強く求めます。
　イランをめぐっては、核兵器開発の問題が言われていますが、アメリカがそれを口実にイランを攻撃するなど、国際法に反する蛮行です。しかも、この問題についてはアメリカとイランとの外交交渉が行われ、話し合いを続けることが確認されていました。それなのにアメリカは交渉での確認を無視し、先制攻撃をしかけました。こんなルール無視の暴挙は、決して許されない行為ではないでしょうか。
　攻撃を受けたイランは報復攻撃に踏み切り、犠牲者も出ています。アメリカとイスラエルがイランへの軍事攻撃を続ければ、犠牲者が増え続けるだけでなく、中東地域全体が不安定化し、大きな戦争に発展する恐れもあります。最悪の事態を避けるためにも、アメリカとイスラエルはただちに軍事攻撃をやめるよう、強く求めます。
　ところで、日本政府の対応はどうでしょうか。日本政府は日頃から「法の支配」を重視すると表明しています。そうであれば、アメリカとイスラエルのやり方は、法の支配を真っ向から否定し、実力で現状を変えようとするものです。そんなアメリカとイスラエルを強く批判し、攻撃をやめるよう両国に求めることこそ、日本政府がとるべき態度ではないでしょうか。ところが高市総理は両国に対してなんの批判も懸念も表明していません。そんな態度では、たとえば日本政府がロシアのウクライナ侵略を批判し抗議したとしても、なんの説得力もないのではないでしょうか。高市総理が法の支配を重視するのであれば、アメリカなどの蛮行をただちに批判するべきです。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、週一回発行の「日曜版」の電子版が、たいへんご好評をいただいています。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
